
 

  
 
   

 

■掛高には「本物」がある 

 令和５年度がスタートします。校長として着任した本間達也です。昨年まで本校に３年間教頭

として勤務していましたので、掛合分校にも時折お邪魔することがありました。気持ちを新たに

精一杯頑張る所存です。どうかよろしくお願いします。 

山間（やまあい）育ちの私は、小さい頃から川で遊ぶのが好きでした。サワガニやスナドジョウ

を捕まえたり、潜ってヤマメやイワナを探したりと、とにかく川べりで過ごすひと時が楽しみで

した。私がイメージする川といえば、真夏でも１時間と浸かっていられない冷たく流れのはやい

渓流ですが、支流を集めて流れる大河の雄大さにも惹かれます。 

「ほんりゅう（本流）」には、川の大きな流れという意味のほか、正当的・本来的という意味も

あります。掛高のグランドデザインの中央に配置されたキャッチコピー「掛高には『本物』があ

る」は掛高の教育内容の両輪をなす「本物の少人数教育」「本物の地域密着」を指しています。『ほ

んりゅう』には、この掛高のキャッチコピーである「本物のあり方」の意味も込めています。 

枝葉末節にとらわれず物事の大局をとらえ正々堂々と意見の言える、また流量豊富な大河のよ

うに、器の大きさ・懐の大きさをあわせ持つ人であってほしいという願いも込めて、校長発のお

たよりを『ほんりゅう』としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４月号】令和５年４月４日 

島根県立三刀屋高等学校 掛合分校 


